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・通信端末
・水道/ガスメータ 電力スマートメータ通信サービス

メータデータ
クラウドサービス
（中電MDMS）

テレメータリングの仕組みと特長

テレメータリングとは

水道/ガスメータのデータ取得と遠隔制御の『双方向通信』を提供するサービス

主な機能

検針値の取得
①検針値（１時間値）の取得・ダウンロード
②随時検針値の取得
③欠測補完

アラーム機能
①計器アラームの受信（漏水・逆流・不使用など）
②電池残留アラームの受信
③警報メール通知

その他機能
①アラームの遠隔リセット
②通信端末ファームウェアの遠隔配信

電力スマートメータ通信インフラを活用した

共同検針 （テレメータリング）について



お客さま 取り組みの内容 開始時期

湖西市
・市内全域に導入。
・指針値データ等を活用した、管網解析や時間帯別料金設定などのデータ
利活用実証

2019年11月～

静岡市
・中山間地域の一部エリアで実装
・アタッチメント式機器（既設メーターに装着）による宅外漏水検知実証

2022年12月～

豊橋市
・大規模宅地開発地での水道・都市ガスの共同検針
・小規模配水区や公共施設での実装

2019年10月～

岡崎市 ・市内全域の公共施設・中山間地域での面的な通信実証 2020年12月～

名古屋市
・市営集合住宅や戸建てでの通信実証
・異常使用や蛇口閉め忘れの発見・通知サービスなどのデータ利活用実証

2020年3月～

豊明市 ・水道や電気の指針値データ等を活用したフレイル検知実証 2022年上期～

飯綱町
・豪雪地帯での通信実証
・別荘地で実装予定

2023年11月～

本巣市
・中山間地の積雪エリアでの実装
・水道データを活用した見守りサービスの実装（デジ田交付金を利用）

2023年12月～

LPガス サーラエナジー、大垣ガス、カニエJAPANをはじめとした多数のガス事業者様で幅広く採用

主な採用事例

電力スマートメータ通信の特長

①つながりやすさ

・高いエリアカバー率
・電波が届きやすい
⇨電池消耗が少ない

②安心安全な通
信

・高い安全性を担保した自社ネッ
トワーク
・通信方式変更の心配なし
⇨安心して耐用年数まで使用可
能

起伏の多い山間部 高層建築物の多い都市部

近距離で通信

テレメータリングで目指す社会貢献

おかげさまで

販売台数

32万台

2024年度末時点

ホームページは
こちらから



導入メリット① 検針業務の効率化

導入メリット② アセットマネジメント



導入メリット③ 防災への活用

導入メリット④ 住民向けサービス



新たなビジネスモデル構築｜DXによる水道広域共同運用

■各水道事業体の営業業務を広域共同運用することにより各自治体のコストダウンが実現できる
ビジネスプラットフォームを構築し全国で拡販
■当該ビジネスプラットフォームでは『検針業務の自動化』に加え、『各基幹系システムの共通化』、
『一般受付や料金業務等のセンター化』を導入

水道事業体と大家が共同出資し、自動検針の導入から単身高齢者向けの賃貸住居の確保と安心・安
全なまちづくりに貢献

大家負担による賃貸住宅への導入
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